
会則 最後までお読みください。 

STUDIO TRIVE/GYM24 会員会則 

第一章 〔総則〕 

 

第１条 （名称と所在地） 

本クラブは STUDIO TRIVE/GYM24（スタジオ トライブ/ジム２４）（以下、本クラブ）と称します。 

本部所在地を大阪府大阪市中央区久太郎町三丁目 4 番 23 号林和ビルに置きます。 

 

第２条 （運営・管理） 

本クラブの施設は株式会社 HG プランニング(本店：大阪市中央区久太郎町３丁目４番２３号)（以下、「会社」

といいます）がその運営・管理にあたります。 

 

STUDIOTRIVE は営業時間内での施設利用・サービス提供といたします。 

GYM24 営業時間は 24 時間年中無休ですが、緊急のメンテナンスや研修等で休業する場合がございます。 

基本的に 6 階ジムフロア及び 7 階ロッカーフロアにスタッフは常駐致しません。 

マシンの利用方法などは Advagym by sony を利用していただくか、本クラブ認定のパーソナルトレーナーに 

ご依頼ください。 

 

第３条 （理念） 

本クラブは、LesMills プログラム及びマシントレーニングを含む運動を通じ、会員の健康増進およびに会員相互

の親睦ならびにフィットネスライフの進行を図ることを目的とします。 

 

第４条（健康管理） 

本クラブの会員及び本クラブを利用する会員以外の方は、各自の責任において健康管理を行うものとします。 

 

第二章 〔会員資格〕 

 

第５条（会員制） 

本クラブは会員制とします。 

会員による本クラブの利用範囲、条件および特典については、別に定めます。 

会員が本クラブを利用するときは、クラブに会員証を提示いただきます。 

本クラブは、会員の種類を新設、変更または廃止することがあります。 

 

第６条 （会員資格条件） 

１．以下の条件をすべて満たす方がご入会いただけます。 

本会則及び諸規則を遵守する方。 

・満 18 歳以上の方。なお、未成年の場合、入会についてその親権者の同意のある方。 

・ご自身の手のひらサイズ以上の大きさの刺青、タトゥーをされていない方。 

・過去に除名等の通告を受けていない方。 

ただし、除名された際の原因が改善される等の場合で、会社が検討した結果、再入会を認めることがあります。 

・現在妊娠されていない方。（医師からの許可がある場合は除く） 
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・医師から運動を禁止されていない方で、本クラブ利用に支障がないと申告された方。 

・暴力団、暴力団員その他これに準ずる者等反社会的勢力およびその関係者 （以下、「反社会的勢力等」といい

ます）でない方。 

・反社会的勢力等に対して、直接または間接を問わず、かつ名目の如何を問わず、資金提供や裏取引を行わない

こと、および今後も行う予定がないことを保証出来る方。 

・反社会的勢力等との間で、直接または間接を問わず、社会的に非難されるべき関係のないことを保証出来る方 

また、将来にわたりこれに該当しないことを自ら保証する方。 

・本クラブまたは会社が会員として適さないと判断した以外の方。 

 

２．会員は、会社に対し、自らまたは打算者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを保証します。 

・暴力的な要求行為 

・法的な責任を超えた不当な要求行為 

・取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為 

・風説を流布し、偽計または威力を用いて会社の信用を毀損し、または会社の義務を妨害する行為 

・その他前各号に準ずる行為 

 

第７条（入会手続き） 

本クラブに入会を希望するものは、本クラブが指定する入会申込等の各種申請書に正確な情報を記載し、所定の

申込手続きを行い、本クラブの承認を得なければなりません。 

 

前項に定める入会申込手続きを行っていただいた場合であっても、会社が別途定める審査手続きにおいて入会が

認められない場合があることを予め了承いただきます。 

 

未成年の方が入会を希望する場合は、会社が特に認めた場合を除き、所定の申込方法により親権者の同意を得た

上で、お申し込みいただきます。この場合、親権者は、自らの会員資格の有無に関わらず、本会則に基づく会員

としての責任をご本人と連帯して負うものとします。 

 

入会手続きを行った後、会社が別途定める審査手続きが完了し、並び、会社が定める諸費用を払い込み完了後、

入会手続き時に定めた利用開始日（以下、「利用開始日」といいます）が到来したときに、入会申込者は会員資格

を取得したものとします。 

 

本クラブの会員資格は、他の方に相続・譲渡できません。また、担保等に供することはできません。 

 

第８条（利用の禁止） 

以下の方のご利用を禁止します。 

・本会則及び諸規則を遵守しない方。 

・ご自身の手のひらサイズ以上の大きさの刺青、タトゥーをされている方。 

・反社会的勢力等の方。 

・医師等により運動を禁じられている方。 

・一時的な筋肉のけいれんや、意識の喪失などの症状を有する方。 

・妊娠中の方。（医師から許可がある場合を除く） 
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・伝染病・その他、他人に伝染・感染する疾病を有する方。 

・酒気を帯びている方。 

・過去に除名等の通告を受けた方、本クラブを除名された方。 

・本クラブの定める会費、諸費用を滞納されている方。 

・本クラブまたは会社が不適当と認めた方。 

・第１０条に抵触される方。 

 

第 10 条（禁止行為） 

会員は、本クラブ内および本クラブ近隣地域にて、自らまたは第三者を利用して次の行為をしてはいけません。 

・本クラブ内の秩序を乱す行為。 

・他の会員を含む第三者（以下、「他の方」といいます）や施設スタッフ、本クラブ、会社を誹謗、中傷すること。 

・風説を流布し、偽計または威力を用いて本クラブの信用を毀損し、または本クラブの業務を妨害する行為。 

・脅迫的な言動や暴力的な要求行為。 

・他の方や施設スタッフを殴打したり、身体を押したり、拘束する等の暴力行為。 

・法的な責任を越えた不当な要求行為。 

・大声、奇声を発する行為、他の方や施設スタッフの行く手を塞ぐ等の威嚇行為や迷惑行為。 

・物を投げる、壊す、叩くなど、他の方や施設スタッフが恐怖を感じる危険な行為。 

・刃物などの危険物や他者または施設、器具を傷つける可能性のある物品の施設内への持ち込み 

・本クラブの諸施設・器具・備品の損壊や落書きおよび造作、備え付け備品の持ち出し。 

・他の方や施設スタッフを待ち伏せしたり、後をつけたり、みだりに話しかける等のストーカー行為。 

・正当な理由なく、面談、電話、その他の方法で施設スタッフに迷惑を及ぼす行為。 

・正当な理由なく他者の所持品に触れること。 

・痴漢、のぞき、露出、唾を吐く等、法令や公序良俗に反する行為。 

・他の方の施設利用を妨げる行為。 

・施設内での喫煙（電子タバコ・無煙タバコ含む）。 

・指定場所以外での写真・ビデオ撮影、録音等や指定場所以外での携帯電話の使用。 

・所定場所以外での排泄行為。 

・物品販売や営業行為、金銭の貸借、勧誘行為、政治活動、署名活動。 

・高額な金銭、貴重品の館内への持ち込み。 

・本クラブ内ないし本クラブが所在する建物内に掲示された利用上の注意や指示等に違反する行為 

・他の会員またはビジターに対し、パーソナルトレーニングを行い、またはそのように評価される活動を行うこ

と。 

・本規約に基づきクラブの利用を認められていない者を同伴させること。 

・タトゥー（タトゥーとの判別が困難なペインティング等を含む）を露出させること。 

・動物を館内に持ち込むこと。ただし、あらかじめ利用するクラブの加盟店が承諾した補助犬は除く。 

・その他、会社が会員としてふさわしくないと認める行為。 

・第６条に定める資格に反する行為。 

 

第 11 条（会員資格の停止および除名） 

本クラブは、会員が次の各項の一つに該当すると認めた場合は、会員たる資格の一時停止または除名することが

できます。 
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・本クラブの定める会費・諸費用を滞納し、本クラブが督促したにも関わらず、滞納から３ヶ月経過後も支払い

がなされないとき（除名の場合も除名以前の会費・諸費用は全て納入していただきます）。 

・本クラブの施設を故意に毀損したとき。

・本会則、その他本クラブの定める規則に違反したとき。

・本クラブまたは会社の名誉、信用を毀損し、または秩序を乱したとき。

・法令に違反する、または社会通念もしくはマナーに著しく欠ける行為があったとき。

・危険な行為、または他の会員に対する迷惑行為があったとき。

・本クラブの合理的な指示・指導に従わないとき。

・その他会員としての品位を損なうと認められる行為があったとき。

・第６条に定める会員資格条件を喪失したとき。

・入会時の各種申請書に虚偽を記載したことが判明したとき。

第 12 条（退会手続き） 

会員は、自己都合により退会するときは、本クラブが定めた所定の書面により、退会月の５日までに手続きを完

了していただく必要があります。 

（3 月末日で終了の場合、3 月 5 日までにお手続きが必要です） 

第 13 条（各種届出） 

会員登録情報に変更が発生した際は本クラブが別途定める期限までに本クラブ所定の書面による手続きが必要

になります。 

会社から会員への通知を発する場合、最新の届出の住所に送付させていただきます。 

第１２条に定める各種届出、並び、前項に定める届出をおこなうとき、電話・ファックス・メール等・本クラブ

が規定する書式でない文書での申し出はこれを認められません。 

第 14 条（会員資格の喪失） 

会員は次の場合、その資格を失います。 

・第 12 条により退会手続きが完了したとき。

・第 11 条により除名となったとき。

・会員本人が死亡したとき。

・店舗の閉鎖。

第三章〔会員の権利・義務〕 

第 15 条（会員証） 

本クラブは会員に対し、会員証を交付します。 

会員は本クラブの利用に際し、会員証を提示しなければなりません。 

会員証は、本人のみが使用することができ、本人以外の者は使用できません。 

第 16 条（諸費用） 

会員は別途定める月会費・諸費用を定められた期日までに本クラブに納入する義務があります。 



既納の会費・諸費用は、法令の定めまたは本クラブまたは会社が認める止むを得ない理由がある場合を除き、返

還いたしません。 

退会月までの月会費・諸費用の会費は会員の本クラブ利用の有無に関係なく、支払わなければなりません。 

会費・諸費用を会員が支払う手数料は会員の負担とします。 

 

第 17 条（施設利用） 

1.本クラブの利用については、クラス利用およびマシンジム利用を基本とし、その前後ストレッチ、パーソナル

トレーニング等を利用できるものとします。 

利用の際は下記に沿って利用できるものとします 

その他、別途施設の利用に関しては、会社が定めるものとします。 

 

２．クラブの利用時は、常に本クラブが定める以下の禁止事項を含むドレスコードで利用するものとします。 

・施設または器具を傷つける可能性のある衣服、履物（外履き）、服飾品または装飾品ジーンズ、またはジーンズ

タイプのステッチあるいはリペット（びょう）がついている衣服、履物または服節品等 

・伸縮性に欠ける、滑りやすい、器具等に巻き込まれる可能性があるなど、トレーニングにふさわしくない衣服、

履物、服飾品または装飾品サンダル、草履、長靴等 

・会員および他の会員を傷つける可能性のある衣服、履物、服飾品または装飾品 

・上半身あるいは下半身裸、裸足、下着のみ、またはそれに準じる格好 

・ヒールが高い、または滑りやすいなど、トレーニングにふさわしくない履物 

・その他、本クラブがふさわしくないと判断した服装、履物、服飾品または装飾品 

 

３．ジムエリア利用時注意事項 

・トレーニングエリアでの通話は厳禁です。定められたエリアで行ってください。 

・パワーラック、ハーフラック、スミスマシンをご利用の際は、必ずセーフティーバーをご利用ください。 

・バーベルを使用する際は必ずプレート止めを付けてご利用ください。 

・フリーウェイトゾーン以外でのダンベルやプレート、バーベルの使用は禁止です。（パーソナルトレーニン

グ時は除きます。） 

・バーベル、ダンベル、マシンは最後までそっと置いてください。絶対に投げ出したりしないでください。また、

大きな声を出したりしないようにご注意ください。 

・複数台のマシン、ベンチなどを占有してのサーキットトレーニングは、他の会員の迷惑になりますのでご遠慮

ください。 

・トレーニング機器を占有した状態でのスマートフォンなどの操作はご遠慮ください。 

（本クラブ指定の Advagym by sony の操作は除く） 

・混雑時は、パワーラック、ハーフラック、スミスマシン、プリチャーベンチ、インクラインベンチはお 1 人様

（1 グループ）20 分を目途にご利用ください。 

・トレーニング終了時は、プレートやダンベルは所定の位置に戻してください。 

・各マシンを 5 分以上使われていない場合は、プレートが付いていても（ダンベルが出してあっても）トレーニ

ングは終了しているものと判断します。タオルなどが置いてある場合も同様です。 

・運動中に気分が悪くなったり、めまい、吐き気、息切れなどの身体的な異常が発生した場合は、直ちに運動を

中止してください。 

・シャワー室の利用はお 1 人様 15 分を目途にご利用ください。 

・シャワー室での洗濯、毛染めは厳禁です。 
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・本クラブ内での長時間の休憩、宿泊、睡眠等は禁止です。

第 18 条（施設運営システムの変更） 

会社は、本会則に基づいて会員が負担すべき諸費用および施設運営システムについて、会社が必要と判断した場

合はこれらを変更することができます。 

前項に定める会員が負担すべき諸費用および施設運営システムを変更するとき、会社は事前に、館内の掲示・Web

等により会員にこれを告知します。 

第 19 条（会員以外の施設利用） 

会社が必要と認めた場合は、会員以外の方による施設の利用を認めることができます。この場合、当該利用され

る方にも本会則を適用します。 

第 20 条（損害賠償） 

・本クラブ内および駐輪場内で発生した傷害・病気、その他事故については、原則会員各自の自己責任とし、会

社は一切の責任を負いません。ただし、会社の責めに帰すべき事由があった場合はこの限りではありません。 

・本クラブ内および駐輪場内で発生した盗難・紛失については、原則会員各自の自己責任とし、会社は一切の責

任を負いません。ただし、会社の責めに帰すべき事由があった場合はこの限りではありません。 

・会員が本クラブの諸施設を利用中、会員の責に帰すべき事由により、会員が受けた損害に対し、会社は一切の

責任を負いません。 

・会員が本クラブの諸施設の利用中、会員の責に帰すべき事由により本クラブまたは会社または第三者に損害を

与えた場合は、その会員が当該損害に関する責を負うものとします。 

本条は、ビジターについても同様に適用されます。 

第四章〔その他〕 

第 21 条（ビジター制度の利用） 

会員以外の方（以下、「ビジター」といいます）に限り、ビジター制度を利用できます。なお、未成年の場合は親

権者の同意のある方とします。 

ビジター制度は会社が別に定める施設利用料金を支払うものとします。 

ビジターの施設利用の範囲は、会員に準ずるものとします。ただし、会社が必要と認めた場合には、利用の制限

をすることがあります。 

ビジターは、本クラブを利用するにあたり、会員と同様に本クラブが定める利用方法に準じることとします。 

ビジターが本クラブの諸施設の利用中、ビジターの責に帰すべき事由により本クラブまたは会社または第三者に

損害を与えた場合は、そのビジターが当該損害に関する責を負うものとします。 

第 22 条（施設の閉鎖・一時的閉鎖・一時的休業） 

本クラブは、次の場合クラブ諸施設の全部または、一部を閉鎖することができます。 

この場合、会社および本クラブは会員に対し、特別の保証は行わず、会費・諸費用のご返金もいたしません。 

・気象・災害・戦争・テロ行為・暴動・疫病の流行・同盟罷業その他の争議行為・その他により開場が不可能と

認められたとき。



・施設の改造または補修のとき。

・法令の制定改廃などによるとき。

・行政指導等によるとき。

・経営上重大な理由のとき。

・店舗がある施設が閉鎖のとき。

別途、本クラブが必要と判断した研修等により、一時的に休業することがございます。 

第 23 条（個人情報保護） 

会社は、会社及び本クラブの保有する会員の個人情報を、会社が定める個人情報保護方針に従って管理します。 

第 24 条（肖像権の使用） 

当社又は当社が指名する者が、レッスン・イベントを含む本クラブ内を画像及び動画にて撮影を行う場合があり

ます。会員の肖像等が含まれる画像及び動画については、当社の広報活動、販売促進のために使用し、これ以外

の目的には使用しません。 

プライバシー保護のため、前項の画像及び動画の使用媒体に、別途承諾がない限り、会員の氏名の掲載はしませ

ん。 

第 25 条（その他） 

本会則に定めない事項については本クラブがこれを定めるものとします。 

第 26 条（改正） 

本会則・細則の改正・変更は、本クラブの定めるところによるものとし、その効力はすべての会員におよぶもの

とします。 

会社は、本会則等の改定することができます。なお、改定を実施するときは、館内の掲示・web 等により会員に

告知し、改定した会則等の効力は全会員に及ぶものとします。 

第 27 条（附則） 

本会則は 2017 年 1 月 11 日より施行いたします。 

2021 年 3 月 31 日（改訂） 




